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■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

412 施策 地域の子育て支援の充実

 子育て支援給付事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

1

市民ニーズ、社会的役割 ・大阪府の福祉医療費助成制度の再構築に伴い、平成30年4月から訪問看護ステーションが行う訪問
看護について助成対象に加えるなど、制度の充実を図った。
・小・中学生に係る所得制限を廃止したことにより、対象者、事業費ともに増加している。
・在宅で療養されている方との費用負担の均衡を図る観点から入院時食事療養費の助成を廃止し、
事業費は減少した。
・市民ニーズが非常に高い事業であり、児童が安心して医療を受けられるよう、保護者の経済的負担
の軽減策を引き続き検討する必要がある。

平成 30 年度

拡充

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 子ども医療費助成事業 子育て給付課
中学校修了前の児童に係る医療費の自己負担額の一部を助成す
る。

事業の一部が法
定事務

（千円）

1,333,747
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・児童数、事業費は減少傾向にあるが、国が推進する子育てワンストップサー
ビスの電子申請を活用するなど、市民の利便性の向上を図るとともに、更なる
事務処理の効率化に取り組む必要がある。

平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 児童手当給付事業 子育て給付課
児童手当法に基づき、中学校修了前の児童を養育する者に手当を支
給する。

事業全体が法定
事務

（千円）

6,230,185
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

③

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

一般事務事業 子育て給付課


